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【その他の施設】スパ・セラピストの雇用状況＿＿＿．．＿＿＿＿＿．．＿＿＿＿42

【その他の施設】スパ・サービス・メニュー：トップ5＿＿＿＿＿．．＿＿43

【その他の施設】資格保有状況：トップ5＿＿＿＿＿，＿＿＿＿．＿＿．．．＿＿＿43



第1章国内スパ・サービス事業者アンケート調査概要

1．調査目的

　昨今のストレス社会化に伴う健康・癒しブームを背景に、我が国においても多種多様な「ス

パ・サー一ビス」が続々と登場L、都心部の高級ホテル・スパの急増や、温泉・海洋深層水等の

自然資源を活かしたリゾート・スパ等を全国各地で見かけるようになったが、我が国のスパ産

業界の実態は明らかとなっていなかった。

　そのため、大きな成長性・可能性を持っと考えられるスパ・サービス産業の実態を明らかに

するため、我が国におけるスパ施設・サービスの水準および人材育成・管理体制、ならびに市

場規模等の把握を目的として、国内のスパ事業所・施設に対しアンケート調査を実施した。な

お、本アンケートは平成18年度、］9年度調査に引き続き、一部を除いて基本的にpm　一の設問に

より実施している（昨年まで調査項目としていたスパ・セラピストに求められる能力・人材育

成方法および外国人受入れに関する設問にっいては、本年度の調査では割愛している）。

（1）調査対象の考え方

　基本的に、平成茎9年度調査対象者の抽出方針と同一とし、今後、我が国のスパ・ビジネスに

おいて発展が期待される下記領域に関連する企業の事業所・施設を調査対象とした。

○癒し、美容、健康増進といった各種スパ・サービスを提供する新業態

○ホテル・旅館の差別化としてのスパ・ビジネス展開

○フィットネス・クラブのサービスメニュー多様化

○エステティソク・サrcンのサービスメニュー多様化

○会擬制クラブなどにおける願客満足度向上を指向するスパ・サー：一ビス提供

企業の実態を幅広く把握するという側面も加味し、本アンケートの対象となる事業所・施設を

選定する際は、業界団体等が提供する既存リスト等の中から自ら「スパ」を標榜する施設1を広

く母集癒とした。

（2）アンケート調査仕様

調査の主な仕様は図表茎の通りである。

　諭査対象者の抽出に際しては、平成19年度調査対象者のうちスパ・サービスを「提供してい

ない」との回答者は除き、昨年度請査時点から現在までに新規参入した事業者等に関してはス

パ専門Webサイトやレジャー産業雑誌から追加抽出した。

　調査項目にっいては、基本的には昨年度と同一としたが、スパ・セラピストに求められる能力・

人材育成方法および外国人受入れに関する設問を割愛した。

1わが掻においては、スパ・サーどスに関する統一された定義などが存在しないことから、　「スパ」という用語

を使開してi紘］二のサーどスを定義している企業および施設を一義的な澗査対象とする。

1



図表1　調査仕様

調査対象
下記業界団体に加盟している：事業者・施設等を調査対象とした。

i基本的に平成19年度調査対象と同一としたが、同調査において「スパ・サ

[ビスを提供していない」と回答した事業所・施設は除き、平成19年度調査
ﾀ施以降σ）新規参入事業者・施設をスパ専門サイト、雑誌より抽出した。）
y業界団体】・1ヨ本スパ振興協会（NSPA）　　　・日本スパ協会（JSPA）・日本エステティック業協会　　　・1三1本エステティック協会・1ヨ本フィットネス産業協会　　　・1三1本サウナ・スパ協会・（社）日本アロマ環境協会　　　　　・日本温泉協会・日本ホテル協会　　　　　　　　・リゾートクラブ協会

yWebサイト、雑謝・スパ・ファインダージャパン、スパーズ等のスパ専門サイト

E『月刊レジヤー産業』、『美・癒・健』　（綜合ユニコム）、等

調査方法
Webアンケート（葉書督促玉回）

@アンケート回答用のWebサイトを設置し、調査を実施
@（調査対象に対し、Webによる調査実施0）ご案内および回答方法を郵送）

調査実施期間 2◎08年12月　1　日～12月　25　β

調査対象数 発送数　2，963票　／　有効回収数　368票　　（有効回収率12．4％）

調査項自

（1）施設概要

@　・業種、創業年、資本金、売上げ規模、所在地（都道府県）

@　・施設形態、施設而積、収容人数、設備
@　・顧客ターゲット（性別、年代、客単価）
@　・　スパ・サービスメニュー

i2）スパ・セラピストの雇用状況

@　・雇用者数、取得資格、担当顧客数、施術時間
@　・サービスを提供するにあたり重要と考える資格

@　・人材の過不足状況
@　　　（不足している場合）不足する資格や技能の種類

@　・雇用形態、兼務状況、待遇
i3）スパ・サービス産業の展望と課題

@　・店舗数の拡大意向
@　・　スパ・セラピスト新規雇用意向

@　・スパ・サービス産業の今後の課題等に関する意見情〔h記述）

（3）回収率

有効函収数は368票で、回収率は12．4％であった。



（4）回答者属性

　回答事業所・施設の属性（業種・創業年・資本金）を図表2に示す。

　　　　　　　　　　　　　　　図表2　回答事業所・施設の属性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業種（n＝3422）

愈1業年　（n　：238）

璽

1980年
　以的

1，0000～
t，9999fi円
　6．f％

資本金（n＝181）

：悶査㌍藻は、蘂謝iliにおける撰巨］答を除いたデータを憩答数頓）としているt
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第2章国内スパ・サービス事業者アンケート調査結果

1．我が国におけるスパ・サービス市場の現状

　（「）スパ・サービスを提供している施設と業種

　現時点において国内ではfスパ」を一一意に定める定義などが存在しないことから、本調査にお

いては、スパ・サービス提供の有無は各施設の自認に求めている。国内アンケート調査で対象

となった施設にスパ・サービス提供の有無をたずねたところ、　「スパ・サービスを提供」して

いる施設（以下、　「スパ施設」と呼ぶ）は311件（84．5°／。）であった。

　スパ施設について、さらに施設の形態にっいてたずねたところ9大型商業施設」　（20．3％）が

最も多く、次いで「温泉・旅館施設」　（19．oo／．）、　fリゾートホテル内」　（13．2％）が多かった

（図表3）。

　　　　図表3　回答事業所・施設におけるスパ・サービスの提供状況と施設の形態

スパ・サービス提供の有無（n　・368） 　　　　　スパ施設の形態（n＝3M）

※「スパ・サービスを提供」と回答した3X施設が対象

スパ・サービス
　は朱提供
　15．5％

スパ・サー一ビス

　を提供

900k：

90㌧

eON【

70バ

〆
5。ぺ

40S－f

、。，　i”

10k｝

　〆
@〆
汲P

焉@必「

ゼ；バ・・

ぺ』 陪シテイホテル

L　　　　　ぐﾒ 13，2s，
びリゾートホテル内

い・
P＞
．盟灘 鯉灘泉撤館俺設

ト　壱

hi㌧＞1

‖・・疇1　　　　ぺ　⇒

隠大型灘忠能絞内

F燧康ランド／スーパー銭灘

1　×ぷi▽［・

ツ｛＼孫＼．鳴
r　　　　　　　　　　印
ｳ鷺灘　＼

一　1〔

麟フィットネス／スポーツ綴ぱ

?Hステサ鷹ン
＾《…㌫

＿ぺ

w鍵パ7、4
、P

ﾘ、
Io・oぷ＞w臨灘豪　§

胴…び▽椰

ロヘアザロン

･その他の独立型店舗

宸ｻの他の能鍛
甲…、

　，ざ　毎　モ「

_ド　74s 06馬」

；　㈱iぶぶ

、灘響1糠 羅難懸騨
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　回答事業所・施設属性（P30）図表2）で示した業種の内訳を、スパ施設を運営する業種の内

訳と比較すると、スパ施設の業種は、　「ホテル／旅館業」　（303％）が最も多く、次いで「その

他のリラクゼーションビジネス」　（26．8％）が多かった（図表4）。

　なお、本節以降ではスパ施設からの回答（311件）を分析対象とする。

図表4　スパ施設を運営する業種の内訳

　　　　〆「

　　　！　　　　　　　t’　囁　　　　　　　　べ
｛OOK　ダ　　　　　　　　　　　　　4．3　s
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（2）スパ施設の地域特性

図表5左表に示す地域分類に従い、スパ施設の所在地を地域別3に見ると、「関東（東京以外）」

（2◎．6％）が最も多く、次いで「東海」　（15．8％）、　「東京j　（15．4％）が多かった。

図表5　スパ施設の所在地【地域別】

地蟻分纈 餓当鶴淵府羅

瀧灘蕊 北灘遊

叢北

難森・岩宇霞娃噸日鰯杉・裕膨

鎌窪 簸察

鍵簗綴綴鐵蕎
茨糠・栃ぶ・群昏蟻玉・千灘

驪E川山梨
繁晦 醐昂酸箆稜簸三繋

畿縫灘継 新湯長野・雀山・石川・糠弁

鍍鰻
滋箕・京灘・大阪・長撤奈良

K歌山

中懸ぷ麟
鳥籔・蕊根・灘山磁脱・山ロ

ｶ趣⑱川磯媛涙知
取盤

福懇確貿・長晒舷本・大分・宮簸惚児鵬

瀕縄 沖織 （n・・366）

3以簿で蝿※凝懇の分芯を行う際は、菌表5プi三表の地域ジ謬縞に従うことにする
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　さらに都道府県別の｝句訳を見ると、東京都（15．4％）が最も多く、次いで静岡県（6．1％）、

北海道（5．5％）、神奈川県（5．1％）、愛知県（5、1％）の順であった。

　　　　　　　　　　　　図表6　スパ施設の所在地【都道府県別】（n・・311）

k

20．09S　　　15　　亨6

15．0％

lO、O％

5．0％

回翻響

0．0％．．

　　東京都　静岡県

ど騨卿劉、1
北海道神奈川県　愛知県　千葉県　沖縄県

　※上位10都道府県（全回答の61．2％）

圏
　‖

大阪府

睡1囲
翻翻、
福岡県　埼玉県

　次に、地域別にスパ施設の形態を比較すると、関東（東京含む）、北陸・信越、中国・i凹国、

九州では「大型商業施設内」が最も多かった。北海道、東北、東海、近畿では藩腺・旅館施

設」が最も多かった。沖縄では「リゾートホテル内」が最も多く半数近かった。

　　　　　　　　　　　　　　図表7　スパ施設の形態【地域別】
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（3）スパ・サービスの顧客層

スパ施設がターゲットとする願客層について、性別・年代別・客単価の観点からたずねた。

性別については、「どちらともいえない」（58．2％）が最も多く、次いで「女性中心」（34．7％）

が多かった。年代別については、「30代」　（44．］％）が最も多く、次いで「40代」（21．4e／・）、「50

代」　（21．1％）が多かった。客単価については、　「1，000～4，999円」　（39．lo／o）が最も多く、次

いで「1◎・000～19・999円」　（23・5％）、　「5，000～9，999円」　（19．5°／・）が多かった。

　なお、客単価の平均値を算出4すると、91］9，6円となった。

性別（n　・3M）

図表8　顧客ターゲット

　年代別（n＝308）

園函
客単｛茄　（n：　309）

　スパ施設への来客者数について、2006～2◎08年それぞれの年間来客者数をたずねた。図表9

に来客者数の推移を示す。今園の調査結果では、ユ施設あたりの年間来客者数は、2006年の

98，267人から2008年は1◎5，796人に］曽加しており、施設あたりの来客者は増加していることが

分かる、なお、スパ施設の年間総来客者数（積み上げ）の数字は前回調査に比べて小さくなっ

ているが、これは今繊調査での園答企業が前回調査に比べて大きく減ったことによるものであ

り、羅純に年間総来客者数の滅少を意味するものではない。

図表9　施設への来客者数の推移

2◎◎6年 2◎◎7年 2◎◎8年

総来客者数ζ人／年、全施設） 17β84，583 イ9，244，777 19β60β34
今回

ｲ査
］蕊設あたり来客者数（人／鈎 98267 97，196 105796

w日答施設数 182 198 183

総来客者数ぐ人／奪、全施設） 25．998β05 26β76，601 一前回

u査
ｱ考）

糖設あだ攣来客者数（人／年） 129β45 伯9，985 否

ひ四答施設数 201 224 否

4各i⊇答に対し「g99　1コS以下」を99．　9．　ill3、「LO◎◎～4．9卯円」を3，◎◎0円、「5，0◎◎～9，999円」を7，50◎円、「IO，OO◎

～19．99．　91i］　．1を15．00川η、120，000～29，9991コ引を25、0◎0円、　r30．000～39，999円」を35，0◎◎円、　f40、OO◎～59．999

ぽを50，000円、　160孤0～鱒。頒引引を80。0◎0円、　卜100斑◎購以。似を1◎0，000円として一顯当たりのサー

どスiこ交払う客」惑俸のびζ均纏を鯵出した。
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総来客者数

図表10 年間来客者数の推移

　　　　　　　　　1施設あたり来客者数

　’万
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（4）スパ・サービスの種類と今後の傾向

スパ施設に対し、図表llに挙げたスパ・カテゴリー内のメニューごとに、現在提供中のサー一

ビスおよび今後注力したい・新規に導入したいと考えているスパ・サービス・メニューにっい

てたずねた。

　　　　　　　　　　　　図表11　スパ・サービス・メニュー5

カテゴリー サービス・メニュー名称

タイ古式マッサージ、スウェディッシュマッサージ、中国式指圧、

その他の指圧、ゲルマニウム温浴、岩盤浴、カプセルサウナ、

スパ・トリートメント ウォーターマッサージ、ピーリング（アカスリ）、ボディラップ、

ハーブ・ボールマソサージ、天然水を使わない入浴、ジェットバス

付タブに入浴、天然水／泥に入浴

フェイシャルトリートメント、脱毛、ネイル・スパ、アイトリート
スパ・美容サービス

メント、ヘアドレッシング、メイクアソプ

アロマテラピー、リフレクソロジー、タラソセラピー、ハイドロセ

スパ・セラピー ラピー、ストーン・セラピー、ファンゴ・テラピー、電気療法、

自然療法、酸素療法、アーユルヴェーダ

ヨガ、ウェイトマシーン、瞑想、エアロビクス、フィットネストレ

一ニング、スポーツゲーム、スポーツ指導、ダイエットプログラム、
スパ・プログラム

レクレーションプログラム、ライフスタイル指導、栄養・料理教室、

太極拳、医療相談

※ユ　アンケートでは、上詑以外に「その他サービス」　「商品販売」のカテゴリーを設けて質閥を実施した。

※2　アンケートでは、各カテゴジーに対し、それぞれ「その他」　（白磁記述）の選択肢を設けた。

5“玉lltcr娘emt　Spas，　Spa　l遮s恒Suwey百ail瓢2継”内の分類項目に準拠し、三井情報株式会‡］二が設定
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スパ施設における現在の提供率が高い上位20サービス・メニ＝・一一一をみると、　ヂフェイシャル

トリートメント」　（64．0％）が最も多く、次いで「アロマテラピー」　（55．3％）、　fリフレクソ

USジー」　（5　L］％）の順で多かった。

図表12　現在提供中のサービス・メニュー【複数回答】（n＝311）

　r’mT’－　ぺ
7。．oべ酬

、。．。ぱ・蕎一

50．OS㌧

40．OVil

30．ON》恋

20、G㌔＾

IO．O％1i，

o．賎

迎

…＿一一WW嘔一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　一一7熱一一一wenw－←一　ぺ糾……　．「mmuma－」’tt－m、　りω叩Ψtmumtwrtt…．ぱ㎜m｝…無…　m，囁ぷ

睡醒渥㊥困唖5，，　　　＿

叉m只抽弧

　　　　　　ヅ

遡翻鰻
　　
@醗鰹

週ぺ愚愈
懸盤

迎翻鍵

今後の注力・新規導入意向の高い上位20サービス・メニューをみると、　「アur“テラビー」

（17．4％）が最も多く、次いで「フェイシャルトリートメンi・　」　（14．5％）、　「ネイル・スパ」

（132％）、「ダイエットブurグラム」　（10．6％）、「リフレクソuジー一」　（10．0％）、「yガ」

（9．3％）、　「岩盤浴」　（9．◎％）の順で多かった。

図表13　今後の注力・新規導入意向の高いサービス’メニュー
「｜7．ぴ；

一ジ……　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・tttt・一
］＆G㌢

16肪ダ

属．o総’

1　2．ON　lll；

10餓ビ

9．s％〉

§的ノ

亀oピ

2、餓∪

1　　　　き　t－t　tt／tt／t　tttttt　　t．t　　tt．t’　tttt’　　　　　　　　　’　　　t・t　’

涯1

【複数回答】（n＝311）
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（5）スパ・サービス産業の市場規模

　客単価にっいて施設形態別6に平均値を算ijd　7すると、　「リゾートホテル内」の12，671円が最も

高く、次いで「温泉・旅館施設」の］2，246P］、　fシティホテル」の12，◎96円の順であった。

図表14　客単価（算出額）　【施設形態別】

施設形態
客単価
ｭ算出額）

@四）
シティホテルn＝26 12，096

リゾートホテル内｛n＝4］ 12β刀

温泉・旅館施設n＝59 12246
大型商稟施設内炉63 4，571

健康ランド／スーパー銭湯午3◎ 2，483

フィットネス／スポーツ施設午25 6，120

エステサQンn＝23 1t239
ヘアサロンn＝1 15，◎00

上記以外の独立型店舗n＝1 7，500

その他の施設（n＝23） 12β13

2008年の年間総来客者数の内訳として、施設形態別の来客者数をみると、回答施設全体では

腱康ランド／スーパー銭湯」の631．3万人（施設数26）が最も多く、次いで「温泉・旅館施設」

の527．8万人（施殺数48）が多い。1施設当たりの来客者数では、腱康ランド／スーパー銭湯」

（24．3万人）が最も多く、次いで「フィソトネス／スポーツ施設」　（18．7万人）が多かった。

図表15　年間来客者総数（2008年）　【施設形態別・1施設あたり】

施毅形態
来客者総数

@tA】
i人／幻

回答

{設数
@白ハ

来客者数算出額

m施設平均3
@【A／B】

シティホテル 527，000 17 3tOOO

リゾートホテル内 2，636，739 29 90，922

温粟・旅鋸施毅 5，278，497 48 109，969

大型商叢施設内 9◎0，506 15 60，◎34

健擬ランドノスーパー銭灘 6，313」6ア 26 242β14

フイツトネス／スポーツ施慣 2，992，156 総 187，010

エステサロン 34旧28 15 2β29

ヘアサ灘ン 0 0 0

上醗以外の独立型店舗 W64◎ 1 W6娼
その他の施設 676ゆ01 16 42，250

e’より精線な鯵漂を行うため、本節では「瓢ステサぱン」、　「ヘアサロン」、　「上記以外の独立型店舗」は「そ

の他の施論に統合せずに検言培おこなべ仁ただしfヘア㌣瓢冶は頴答件数1件ロ）ため分析から除外した。
う算出方法はP7の鴇冷三4を渉照のこと

ll



施設形態別来客者数【総数】

　　　已二：二：；醤畿｝

　　　訟旅館麟（。．4バ臨瞳誼麟盛麟翻回

　　　。。。轍ぽ⊇蜘回　　㌧
獅・ド／・一、・－Stma・〈n＝・・）｛一巨ヨ

ー一_竺：：灘鯉騨禦翻｛

　　　　　。＿伝懸回　｝＼
上8醐。独立裂輸圃購回　　　l　i

　　　　…噸叫難璽＿ふ。嚢拶
　　　　　　　　　　0　　　200　　460　　600　　800

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　万人

施設形態別来客者数【1施設あたり】

　　　　シティホテル　（n＝17）i

　　　リゾinトホテル内（n＝29）

　　　混泉・旅館旛絞（“＝48）

　　　×型簡薬範殴内（欄5川

健鱒ンド／スーパー鰻（・・26）　

フイ・ントネス／ス？艮一ツ癒1皇　（n＝16）

　　　　エステサロン（n＝｜5）i

　　　　　ヘアサロン〈バ0）1

　上記以外の独立製店舗（n㍉）　

　　　その悠膓の渋三故（n＝Ifi）髄

国

10 15　　　　20　　　2fi

困

「E

万人

　スパ・サービス産業の市場規模を算出すべく、施設形態別の客単価と2008年の年間来客者総

数の積から回答企業における年間売上高を推計した8（図表16）e

施設形態別にみると、　「温泉・旅館施設」の約646．38億円が最も高く、次いで9リゾートホ

テル内」の334D9億円が高かった。施設形態別の年間売上信iを合算すると、スパ施設の売上高

総額は1，516．60億円となった。

図表16　スパ・サービス産業（回答した企業）の売上高（算出額）　【施設形態別】

シティホテル

湯泉・鰭館施鍛

大型商賓籏挟内

｛蓮辰ランF／スーパー銭湯

ブイツトネス／スポーツ蕊設

エステサロン

ヘアifasン

上紀以外の狂三Σ蓑店麟

その他の蕊醗

Ω 】oo　　　　2［）｛〕　　　　3fiO　　　　400　　　　sao　　　　fiO9　　　　700

　　　　　　　　　　　　　　　　　　億円

9例えばシ〉イホテルの場合、客巣蕊12，0％円、1施設あたり液客者数31，0（）0人（鰯答企業］7仲計）なので、

亮上灘は
　12，（，％：円：i×31，0（）o：ノバ　×1フ：件］＝6，3？兎652β16路　と算出した，。
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　さらに、本アンケートの調査対象になった2，727事業所、および調査票送付の便宜上、今年度

調査の対象から除いた284事業所の計3，0玉］事業所を、スパ・サービスを含む母集【田「潜在市場

会体」と仮定したうえで、スパ・サービス産業の布場規模の推計を試みた9。

回答サンプル（368事業所）および本来スベ・サービス非提供事業所として回答が得られるは

ずの284事業所の計652事業所に対し、「スパ・サービスを提供している」と回答したのは311

事業所となり47．7％を占める結果となった。っまり、偶：集団（潜在市場全体3，◎11事業所）dコの

スパ・サービス産業の市場規模も47．7％と同等であると仮定できるlo（］，436事業所）。

　サンプル中のスパ・サービス提供事業所（311事業所）におけるスパ・サービス売上額（客単

価×年聞来客数）の合計は、約1，516．60億円なので、2008年のスパ・サービス産業の市場規模

は

1，5茎6．60　［《意iu・］　］　×1，436　［イ牛］　／31］　［イ牛］　＝＝7，◎02．69　［｛意［弓］

と推計できる。

QWebアンケー一ト認査を開始した知9年度灘査にて1環在はスパ・サービスを提供していない」と回答した284

穣鍵所にっいては、鰯査裟送付の便宜上、今阜度；§§癒の澄集溺から除いている。本推計では、本来回答として得

られるはずだったスパ・サービス難提供事繁i所の｛歎（284事業所）を、母鍵繊（潜在市場念体）およびサンプル

（鯨答事漿所）に付据することで本推自W薩を補蕊三している。

演｛礫額数をベースとした揚金、潜冶諦濁全ぴ：（3ぷ1ヨ渓i所）の規模は、サンプル（652事漿醐の約4．6パ霧

である
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2、我が国におけるスパ・セラピストの現状

（1）スパ・セラピストの雇用状況

　スパ施設に対し、スパ・セラピスト雇用の有無をたずねたところ、fスパ・セラピストを雇用

している」施設（以下、　「セラピスト雇用施殺」と呼ぶ）は］68件（540％）であった。以降、

2．では、セラピスト雇用施設168件を対象として、スパ・セラピストの就労状況に関する調

査結果を示す。

　セラピスト雇用施設に対し、雇用中のスパ・セラピストの人数をたずねた。回答施設159件を

合計すると、スパ・セラピストの総数は3，476人となった。また、所属しているスパ・セラピス

トの雇用形態は、中途正規社員の所属がみられる施設の割合が78．0％と最も高く、次いでパー

ト・アルバイトが66．7％、新卒正規社員が64．3°／oと高かった。さらに、雇用形態ごとの雇用者

数は、所属割合の高い新卒正規社員、中途正規社員、パート・アルバイトについては、一施設

当たりの平均雇用者数はそれぞれ40．4人、6．4人、IO．3人であった。

雇用形態ごとに月の平均賃金への回答の平均を比較すると、一般派遣社員の19．0万円が最も

高く、次いで中途正規社員の15．8万円であっだi。なお、月の平均賃金への回答の最大値は個人

請負契約の60．0万円であった。

　　　　　　　　　　図表17　スパ・セラピスト雇用状況と雇用の形態

スパ・セラピスト雇用の有無（n＝311）　　　スパ・セラピスト雇用の形態【複数回答】（n＝168＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※「スパ・セラピストを雇用している」と回答した177施設が対象

スパ・セ「ラピストを

雇用していない

　　46．O％

　　　　　　＼べ

緬蝿騨堪躍■職4…％
　　　　　　鱗
　　中i鉦社ee　！lva噸≡灘一甜撫■灘78供
　　　　　　i冗、

ノV一ト’アノレノくイトジ

醐契舗磯購欝国
　　　　　　鰻

個人鱗蜘羅蕪瓢i週
　　　　　　窪

　　畷派遣i．。灘睡ヨ
　　　　　　に

　　　その醗■回

　　　　　0．0％　　　　　20．C％　　　　4◎。G㌔　　　　60．0％　　　　80．0纂

「｝

ｽだし、溺答伴数が億少であるが、債人譲禽契約（13件）は平均23．8万19、一般派遣（4件）は三1ζ均26万日

と、いずれも寧途芭規杜爵θ）平均をk籔っている、，
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図表18　雇用中のスパ・セラピストの特徴
雇用者数人 一施設平均 月の平均賃金（万円／月） ハ但 販　　促 平，但
新　正ネ土員（瀬9） 4◎．4 正　生員（詞5） 145，000 265，000 185，533

中途正社員（解5拶 a4 中途正規社員（n＝39） 158，◎00 350，000 2］5，374

ノ《一ト・アルバイト〈ゲ37） fO．3 パート・アルバイト〈炉28） 5α000 250，000 ↑34」50
有期契約社員（n＝碑） 8．4 有期契約社員鰭勘 う50，000 300，000 肇99β80

個人請負契約（M5） 123．1 個人請負契約（n当3） 90，000 6◎0，000 238，462
一般派遣（臓巧） 9．0 一般派遣（n＝4） 190，000 300，◎00 260，000
その｛也（解5） 4．2 その他（ゲ5） 180，00◎ 350，◎00 262，000

図表19　【雇用形態別】スパ・セラピストの平均賃金（月額）

　　　　　　（上から順に最大・平均・最小を表示）

　70
堅

6θ

50
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3D

20

Io

・唖

o　．・一・一一一・・一／一一一一一一

　　新卒正規孝土簸

　　　（n＝15）

一；－：曲ー　

7：…曲：ご

τ：攣☆

……聡∴：

一最小値

一最大値

壇平均値

甲

中遮正規社艮　バー一ト・アルバイト　有期契約社員　　極人鱗負契約　　一般派遜（n＝4）
　（fi＝39）　　　　　　　　　（n＝28）　　　　　　　　　（n＝10）　　　　　　　　　（n＝13）

その他（n巧）

（2）スパ・セラピストの資格保有状況

　スパ・セラピスト雇用施設に対し、雇用中のスパ・セラピストのうち何らかの資格を保有する

スパ・セラビスト（以下、　蹴格保有セラピスト」と呼ぶ）の有無をたずねたところ、資格保

有セラどストを雇用する施設は164件（9α2％）であった。また、資格保有セラピストを雇用し

ている施設に対し、その資格保有セラピスト数をたずねたところ、総数は639人となった（有

効籔答87施設の合計）。

　さらに、資格別に、①資格保有セラピストを雇用する施設に占める各資格を保有するスパ・

セラピストを雇用する施設の割合（以下、（資格保有セラピストを雇用する施設における）「雇

用率」）、②資格保有セラピスト念体に占める当該資格を保有するスパ・セラピスト数の割合

（以下、　（資格保有セラピストのうちの）　「保存詞）の観点から分析した。

　雇用率でみると、最も多くの施設で雇用しているのは「アurマテラビー検定」保有者（588％）

で、次いで泊本エステティック協会認定エステティシャン」　（25」％）、　「アロマセラビスト

資格」　（24．3％）、　「リフレクソurジスト資格λ　（20．3％）、　「CIDESCOj　（14．2％）が多かっ

た。
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　一方、保有率でみると、上位4資格は雇用率と同様「1三1本エステティック業協会認定エステ

ティシャン」（23、9％）、「アロマテラピー検定」（2L4％）、「アロマセラピスト資格」（］4．4％）、

「杜本エステティソク協会認定エステティシャン」　（］42％）、　fリフレクソuジスト資格」

（1α8％）を保有しているスパ・セラピストが多かった。

図表20　スパ・セラピストの資格取得状況

（n＝164）

　各資格保有スパ・セラピストを雇用する

　　　　　スパ施設の割合【雇用率】

（n＝148）※「資格保有者ありhと回答した施設

　　　　　　　　　。。マ。ラビ喉。麺一薩癒轟遍

・本　≡，ック・・雛・…。シ・ンi撫灘■困　i
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　　　　　　　　　　　　CID，SC。瞬闘回　　　i
躰．ス弄。ッ輪。。。。。テ。。シ。ン1細回　　i

　　　　　　　　　　健縫勲指紘鱒翻囲　　　　　　i

　　　・⑱・。サー・指趣鐡格・細厨　　　i
　　　　　　　　　は臓掴輸格）．細国　　　　　i

　　　　　　　柔灘復三麟繹圏　　i

　　　　　　　　讐鷺欝溜爵　　　｛

　　　　　　　　　　　　　　。，。梅国

　　　　　　　　　　　　　。。。晦亘灘蓮頭㌧

　　　　　　　　　　　　　　　　、mt’×mmへtttWUtww／uattト断ttttっ＿nvttnvwwim－htttt￥Whumt芦

　　　　　　　　　　　　　　　0，0夜　　　　　20．O％　　　　40．0％　　　　60．O％

各資格を保有するスパ・セラピスト数の割合

　　　　　　　　　　【保有率】

　（n＝87）※資格保有スパ・セラピスト総数

　　　　　　　　　　　　　　　　メ昧・ステテ，端絵齪・スW。シ。ン麗≡謹羅團
　　　　　　　　　・噺・・噸灘韓灘四

＿＿㌶㌻穰｝慧
　　　　　　　　・フレク・・ジ・蹴緯翻圃
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　　　　　　　　健康誠践鋸鱒国

　　　　　　　　　　顯蓮蛎蹴塑溺

　　　あん摩。。サージ緬鵬鰍鱒国
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　　　　　　　　　は猶幡顯絡灘国

　　　　　　　　　き磯購格礁国

　　　　　　　　柔証鏑（購繍鍵国

　　　　　　　　　　　　　　噸駆

　　　　　　　　　　　　　その他i灘甲灘聯難騨屡．．

　　　　　　　　　　　　　　　Oe％　　　10．O＄　　20．◎％　　30．0製　　400製
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（3）サービスを提供する際に重要と考えられている資格

セラピスト雇用施設に対し、現在提供中の各スパ・サー一ビス・メニューをスパ・セラピストが

提供する上で、どのような資格や技能検定が重要か（または喰格は重要でない」か）をたず

ねた。ここでは、現在の提供率が高い上位20サービス（PlOの図表12参照）のうち、本設問へ

の回答件数が］0件以上のスパ・サービス・メニューを取り上げる。図表21に結果を10°／。刻み

の等高線で示すE2。

ゆ締との
潮係が複雑

図表21主なサービス提供の際に重要と考えられる資格【複数回答】

　　　　　　　　　　　　　　　　璽遷｝

　　　　　鯵雀＿＿霧灘　　織資格腫要で妙

灘
∨購：≡．＿翻ざ蝋…

　

購
｝＼

（自11⊂）×m（ぐっ
（°。〈ぱ）（°。（口（←

（卜（←（◎

k5　出部e章eW

　アロマテラピー検定

　アロマセラピスト資格

　日本エステティック協会認定エステティシャン

　日本エステティック業協会認定エステティシャン

　CIDESCO

　CIBTAC
　ITEC
　リフレクソロジスト資格

憂健康運動実践指導者または健康運動指導士

　あん摩マッサージ指圧師（国家資格）

　はり師・きゆう鰍国家資格）

　柔道整復師（国家資格）

灘灘灘灘撒蕪叢灘難難麗墓格

恒0．8－O，9

恒0．7－0．8

■0．6－O．7

恵◎．5－o、6

頁0．4－0．5

踵0．3－O．4

隠G2－O．3

　0．i－02

　0－O．］

※｛何】　「アロマテラピー一・　／を提供する／31施設のうち、　「アロマテラピー検定」が重要という回答が

　　　79件（60．3％）のため、該当舗所（吹き出し箇所）の等高線は60～70％の区切りになっている

なお、　「どのような資格や技能検定が重要か」への回答率の平均が99％であることから、こ

こでは回答率が］◎％以上である揚合に9重要と考えられている」とする。

ミ2 ｡輸：寝在提傑中の上位20スパ・サービス・メニュー（うち、n≧王0）※順不同
　鱗慶：摸融のスパ・サービス・メニ☆～ごとに、縦軸の資格のうち癒要だと考える資格を複数回答で選択した

場合の頴答某
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①資格との関係が複雑

　関係性が複雑な場合として、重要と考えられている資格とスパ・サービス・メニューの関係が

多対多1「’となっている場合を取り上げる（図表22）。

　　　　　　　　　　　　図表22　関係が多対多となるケース

スパ・サービス・メニza－一　　　　　　　資格
フェイシャルトリートメント アロマテラピー検定

ジェットバス付きタブに入浴 アロマセラピスト資格

タラソセラピー CIDESCO

ストーン・セラピー αBTAC
ヤ　　一“　　　－　　　　　　　　o

zアイフッフ 日本エステティソク協会認定エステティシャン

日本エステティック業協会認定エステティシャン

リフレクソロジー

その他の指圧（中国式指圧以外）

フィットネストレーニング

ダイエットプログラム

ライフスタイル指導

ウエイトマシーン

スポーツ指導

②資格との関係に対応あり

重要と考えられている資格に対応が見られる場合として、資格とスパ・サービス・メニューが

一対一（多）の関係となっている場合を取り上げる（図表23）。ここでは、回答率30％以上の

場合を「重要と考えられている」としている。　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　図表23　関係が一対一（多）となる主なケース

　　　スパ・サービス・メニュー　　　　　　　　　　　　　　　　　資格

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リフレクソロジスト資格

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あん摩マッサージ指圧師（国家資格）

健康運動実践指導者または健康運動指導士

　なお、一対多ではないが、アurマテラピーは、①で取り上げているアロマテラlr“・一一検定（603％）、

アロマセラピスト資格（31．3％）が多く、サービス側からは対応が見られる。

③社内資格

既存資格以外の社内資格も、多くのスパ・サービス・メニューで重要と考えられている。

④資格の重要度が比較的低い

　「資格は重要でない」が6◎％以上のスパ

盤浴」、　「ハーブボールトリートメント」、

（アカスリ）」の4種類であった．

・サービス・メニューを見ると、該当するのは「岩

　fジェットバス付きタブに入浴」、　ζビーリング

｝「’

?驛Xパ・サーどス・メエユーAにとって策要と考えられている資格が複数あり、かっそれらの資格が態翌

と考えられているスパ・サーどス・メニューBが存在している場舎

嬢



（4）スパ・セラピスト人材の不足感

　セラピスト雇用施設に対し、現在提供中の各スパ・サービス・メニューを提供するスパ・セ

ラピスト人材の不足感をたずねた。ここでは、現在の提供率が高い上位20サービス（PIOの図

表12参照）のうち、本設問への回答件数が10件以上のスパ・サービス・メニューを取り上げ

る。まず、人材の不足感の有無と不足している場合の不足内容（A人数BスキルC経験D資

格保有者）にっいての回答結製4を図表24に結果を10％刻みの等高線で示す］5。

　なお、不足内容に関する回答率の平均が6フ％であることから（本項の脚注参照）、以降で

は回答率が1◎％以上である場合に「（A～D）が不足している」として分析を行う。

図表24　スパ・セラピスト人材の不足感【複数回答】

iが購　　舞項自が程
｛殴（人数）の覆無轟＝轟誰一……マ遍羅㌫　職

2～3項鶏
が不足

苔

・騨詮綴羅醒篶騨難
鶏

l　　　iiぷ麟難難

　　rm　　　　　ゆ　　　　　　tつ　　　　　en　　　　　Pt　　　　　”　　　　　cu　　　　　uc

　　←　　：　　法　　ご　　㌣　　㌻　　㌣　　緊
ξW㌦二ξ｝ぷ 5555

出≡9叡9W

　　　　　　　　　　一国櫛織謬ぽぱ燃㎜聞掃轍碑餌脳蕨　　　・不昆していない

㌍忠醗難燕一

難
・頃．斑在●●・頃存恒否■●恒冶．…　　倉射喬敬馳痴●杏乃●・タ演・飯冶券趣嘉力憤汝改“・“・興漆・句

＝㌣5治㌣5⌒”

}5

（三膓二婁ドζ｝（稔。

ﾄ5

（否

kζ）

⌒“

�T

＝㌣5硲㌣5

綬額鱗災m

…

リシみのまゑ
…

i端・…の枝

ロ　　ロ　のみ　
…

i鞭餓保禰・稚
2

■0，7－－O，8

渥0．6一α7

恒O．5－O．6

嘱0，4－0．5

憲O，3－0，4

態0．2－0．3

．　0．1－O、2

、o－o、1

※【劔】　け瓢イシャルトリ　一一トメント」を提供する133施設のうち、　「人数の不足」と考えている施設が

　73件（ぷ．9％）のため、該当繍所（吹き出し箇所）の等高線は50～6◎％の区切り｛こなっている。

①量（人数）の不足が顕著

　「アイトリートメント」、　卯フレクソuaジーj、　fフェイシャルトリートメント」、　「ア

wマテラビーXについては、A人数の不足感が顕箸に箆られた。

14 ﾝ問は後述の閥表25の縦軸も含めたぽ閲項日からなっており、その項目を含めた回答率の平均値は6．7％。

バ横翰：貌在捻供t9：　d7）．1二位20スパ・サービス・メニ＝，一（うち、　n≧10）※順不陶

　高澄：横融のスパ・サービス・メニューごとに、縦軸にある人材不足内容を複数繊答で選択（該当なしの場合

　　　はド不足していない」）した楊含の瀬答率
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②質的不足あり

　人数の不足感以外の質的な不足感（Bスキル、C経験、　D資格保有者）が比較的多く見られ

るスパ・サービス・メニューについて、不足感の詳細を含めた回答結果を5％刻みの等高線で

示ず6（図表25）。

図表25　スパ・セラピスト人材の不足感（質的不足の詳細）　【複数回答】

　　　　　　　　　　　　　’いタ
藩ふぺ @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技術・スキルの不足

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水を使ったセラピーに関する知識や技能

　　　　　べ麟1灘㍍　　　　　　　⇒黛　　　　　　　　　解剖学・生理学などの人体に関する知識

難
ベシ鰍

実務経験の不足

接客・ホスピタリティに関する能力

その他

＼灘難蕪1

　　　∨ぺでパ

孤無

（否、（

早j
（q⊃

（の

関連資格保有者の不足

国際的スパ・セラピスト褒格

国際的エステティック資格

アm？tiラビスト・iJ7VVVIIシ’スト等の施術鐙格

健康運動指導関連真格

あん摩マッサージ指圧師、鍼灸師などの国蜜資格

輻0．3－0．35

■0．25－0．3

壇0．2－0．25

翻0．15－0．2

㌶O．1－0．15

　0．05－0戊

　0－0．05

まず、A～Dの念項目で不足が昆られるスパ・サービス・メニューを以下に挙げる。

　　　図表26　人材の質・量が全方位的に不足しているスパ・サービス・メニュー

その他の指圧

lfi

｡軸1現在鍵供咋の上位20スノミ・サービス・メニ瓢一（うち、　n≧1旬かつ、図表24においてBスキルC経
　　　　験1）綴格保有者のうち…つ以．1の不足が見られるスパ・サーww一どス・メ：＝・＝x一剰頴不欝｝

　高慶：横紘のスパ・サービス・メニューごとに、縫舳にある人材不定感の詳肇iミiを複数灘答で違択した驚合の鳳
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　次に、全項目ではないが複数項目で不足感が見られるスパ・サー一ビス・メニューを以下に挙

げる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　図表27　人材の質の不足が見られるスパ・サービス・メニュー

’タラソセラピー ダイエットプログラム

アロマテラピー フェイシャルトリー一トメント

③不足感が低い

「不足していない」という回答が80％以上であるスパ・サービス・メニューを見ると、該当す

るのは「岩盤浴」、　「ジェットバス付きタブに入浴」、　「ボディラップ」、fスポーツ指導」、

「ピ・一一　yング（アカスリ）3の5種類であった。

21



3．スパ・サービス産業の成長性（店舗拡大意向／スパ・セラピスト新規雇用意向）

（1）店舗拡大意向

　スパ施設（298施設）に対し、店舗の拡大意向をたずねたところ、　「拡大意向あり」、f拡大

意向あるが未定」を合わせて過半数（53．7％）が拡大意向を有していた。また、「拡大意向あり」

と回答した74施設に対して、今後5年以内の新規出店数の目標をたずねた。回答施設18件を

合計すると、今後5年以内の店舗拡大意向の目標は258施設であった。

　　　　　　　　　　図表28　今後5年以内の店舗拡大意向

店舗拡大意向（n＝298）　　　　　　　今後5年以内の新規出店数の目標（n＝103）

　　　　　　　　　　　　　　　※「拡大意向あり」と回答した74施設のうち、回答のあった18件の合計

拡大意向なし

700〆

600／” @　　ロ新規出店数（墜橿）

　　〆　　　懸現在の店舗数
500ジ @　！

400“

300・’　’ @　〆

200・♂　　　　　　　　　366

言OG”

ぴ／

現在 今炭5鐸以綿

　5年後、現在の意向通りに店舗数が拡大し、かつ現在の店舗はすべて継続して営業を続けてい

ると仮定した場合、回答施設から算出される5年後のスパ施設は569施設となる。

　さらに、潜在市場全体（3，◎U事業所）のうち「スパ・サービスを提供している」事業所の割

合が47．7％であると仮定した場合、スパ・サー・・一・・ビス産業の5年後のスパ施設数を推計1フすると、

約2，628施設となる。

舷バ’サーどス耀壕獅1数川件⊆鱗答繰㌶鯉｛％・〕糾7．7％い灘諦場乏瀕3領件から借改）よ
うに推計

　．f6ジ施誕X〔3，川津U×4フフ1％1）／（3目1件］）＝262η3磁設］
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（2）スパ・セラピスト新規雇用意向

　スパ施設（311施設）に対し、スパ・セラピストの新規雇用意向についてたずねたところ、「新

規雇用意向あり」と回答したスパ施設が137件（44」％）であった。さらに、137施設に対して、

今後5年以内の新規雇用者数の目標をたずねた。回答施設71件を合計すると、今後5年以内の

新規雇用者数の目標は695人であった。

　　　　　　図表29　今後5年以内のスパ・セラピスト薪規雇用意向

スパ・セラピスト新規意向（n　・311）　　　今後5年以内の新規雇用者数の目標（n＝137）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　※噺規雇用意向あり」と回答した137施設のうち、回答のあっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た71件の合計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　箇新規纒用人数（§根）

4590　躍現在のスパ・セラピスト

4boo’“

3§OB・”’

3000・”

2500f

2000”

1500M

Iooo・”

50膨

　ON一 現在

695

3476

今後5年以内
f

　5年後、現在の意向通りにスパ・セラピストが新規雇用され、かつ現在雇用中のスパ・セラピ

ス1・3．476人（Pl4参照）がすべて継続して雇用されていると仮定した場合、5年後のスパ施設

では4」71人のスパ・セラピストが雇用されることが回答結果から算出される。

　さらに、潜在市揚全体（3，◎ll事業所）のうち「スパ・サー一ビスを提供している」事業所の割

合が47．7％であると仮定した場合、スパ・サービス産業の5年後のスパ・セラピスト数を推評＄

すると、約19，262人となる、

Isスパ・サービス提供事灘所数311件（＝溺答念体1652件］の47．7％）、潜在市揚全体3，◎ll件から下記のよ

うに推計
　4．171［人1×（．．．OI］　1件］×47フぼも］）／（－3il；件〕）＝1只262．鱗［人〕
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（3）地域別の意向

店舗数の「拡大意向あり」という回答は、関東（東京以外）　（44．3％）で最も多く、次いで東

北（35．3％）で多かった。　「拡大意向あるが来定」も合わせた拡大意向でみると、東京（6％％）

が最も多く、次いで関東（東京以外）　（62．3％）で多かった。　　　　　・

図表30　今後5年以内の店舗拡大意向【地域別】

匝拡大意向あり 畷拡大意向あるが朱定 日拡大意向なし

　　　　　懸
繊訓］6）

奄撃狽煤D．’｛2．s　M

剰ヒ（n・17）i　　35・3・％

　東京　 （n＝46）　｛　　　　　　　　283％

250㌔灘欝癒灘蕪ぶ灘625継藝鞭韓’⑳繍灘ぽ

川8灘灘鞘麟二×惑

　　413％

ざご織529描診⑥巫灘

　∨。・・tS蕊　　忍　　　　　　Wtttt・’t×獺

　　　　　　304％

関東（東京以外）（n＝61）i

　　　　東海（n・47）i．

　　北陸酷（n・23）i　・・パ

　　　　近畿（n・34）i

217％
｝燃 ぺ　　be　tW　《　　　　◇　b＞

565％
ぶ

中国．四国　 （n＝19）

　　　　　　　…
　　九州　 （n＝22）　｛

　　沖縄困3）｛
　　　　　　　叉．

　　　　　　0％

136㌔ 409？i

ee ?@膠　　　／’t’ttt“　t’tttt　455懸　：

154％ 385％
s　　　　灘　　　　　ぶ　Nンぷ　　　＼＼　　　　m

46．2％

べ　　　　　t／

10％　　　　2◎％　　　　30N　　　　4S㌔　　　　50％　　　　60％　　　　70％　　　　80％　　　　90％　　　　10◎％

　スパ・セラピストの「新規雇用意向あり」

次いで沖縄（50．0％）で多かった。

という回答の割合は、東京（66．7％）で最も多く、

図表31今後5年以内のスパ・セラピスト新規雇用意向【地域別】

笥

　　　灘ぽ）輝羅題⊆声■囲翻囲躍囲■囲駆璽躍■囲囲
　　　　東＃ヒ　（n＝17）　1軽羅羅轄離羅睡睡ll睡聾睡羅羅：一
　　　　鯨蹴撫臨躍麗睡■躍i窮璽躍鯉■圏躍囲瞳郵翻翻

関東襯外冷64・ �ﾍ■過琿圏璽囲躍囲■躍躍喧聾聾囲囲
　　　　願（n．、、）灘臨臨躍墾躍囲躍猛囲囲囲囲囲四囲囲臨嘔三躍躍囲囲

　　遮膏織羅睡轟蚕函囲■囲囲囲囲囲■囲匡彊囲囲囲
　　　　近畿剛麺羅誼匡項臨■囲囲囲翻■困圏■囲翻囲

　　岨罐働麺■遍羅囲■躍囲■囲蟹三1■囲睡囲囲
　　　　九。蹴麺圏躍距迦臨臨魍囲■囲翻囲臨匡魂幽■
　　　　沖繍鰍・細騨填≡頂一騨躍暉頂』■騨三脚嘩騨

　　　　　　　　　Q饗　　　　　1〔w　　　　　2es　　　　3◎㌔　　　　4Sk　　　　sO㌔　　　　6〔∧　　　　70㍉　　　　BON　　　　eoツ　　　　1◎o％
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（4）施設形態別の意向

　店舗数の拡大意向については、大型商業施設内で最も意向が高く、次いでシティホテルでの

意向が高かった。

　　　　　　　　　　　　　図表32　今後5年以内の店舗拡大意向【施設形態別】

　　　　　　　　　　　　　　　ぷ
　　　　　　　　　　　　　　　｝、

　　　　　　シティホテル（n＝28）i

　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　大型商業施設内（n＝61）｛
　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　リゾ＿トホテ、レ内（。．38）i・．…

　　　　　　　　　　　　　　　＼

健＿竺：籔：：：1：灘

　　　　　　・ステ鋤⑳．i．

フィットネス／スポーツ施殴（n＝24）

その，＿誠磯
　　　　　　　　　　　　　　　｛

　　　　　その他の施殿（n罰5）i
　　　　　　　　　　　　　　　ぴ

　　　　　　　　　　　　　　　Ok

畷拡大意向あり 簸拡大意向あるが朱定 ee拡大意向なし

燈321・v“ @　17．9・？i　難灘　鞭㌻鎌i50。懸ぷ灘灘講×議

　　　　　　　　770％

21．1．％　　黙灘　羅欝難

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ttt
　　　　　　　　　　　13］｝i　　　“98？6

｝ご nけ＝一＝ぷ灘揚灘緩繭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　灘　∪　　　　　　　※ぺ・澄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　227㍉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　545襲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　227％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，’　　がas　ミ9　　　　tttt　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　，　　　　　　’　”　’　　n
　　　　　　　　　　　　　　　　　　133曳　　　　　　　　　　　　　　　　467％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i400ち6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10％　　　20監　　　3◎％　　　40％　　　50％　　　60S　　　70》も　　　80％　　　90覧　　　100％

　スパ・セラピストの噺規雇用意向ありGについては、大型商業施設内（93．7％）で最も多く、

次いでその他の独立型店舗（65．2％）で多かった。

　　　　　　　図表33　今後5年以内のスパ・セラピスト新規雇用意向【施設形態別】

　　　　　　　　　　　　　　　べ
　　　　　　　　　　　　　　　1・　　畷規朧緬　覇規雇卿な・

　　　　　　　…㌦伝・・鐸理囲躍躍項■琿■躍■躍■躍睡項躍躍■

　　　　　大。。灘．伝，講臨囲■囲躍■■庭璽理躍圏■■躍■聾顯

　　　　　“7－、。。ル＿麺躍理圏幽囲躍囲囲■憂適囲唖圏■
　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　漫繰蹴（。・5綴一囲■■囲囲躍囲囲
懸。。，．。＿銭．嬬纏璽囲題囲■躍囲躍■三■囲圏囲躍囲囲醒■
　　　　　　＿スy・l」・mンー・｛鐵羅醗羅羅麗羅羅懸一醗麟響醗躍躍翻羅蟹灘瞬

。。。トWス。一。繊⊇翻羅溺■璽■囲囲躍■躍匠郵囲躍躍囲囲躍國

　　　その＿。＿、、，麺■■璽羅孤■■謡■囲囲躍睡麗圏■

　　　　　　・…一鞘■麺躍一騨亘曜騨亘■日躍≡
　　　　　　　　　　　　　　　◎㌦　　　　　　10％　　　　　20㌦　　　　　30％　　　　　40％　　　　　50％　　　　　60S　　　　　　70㌔　　　　　80％　　　　　90％　　　　　10◎㌔

　なお、施設形態別の動向については、次節で詳細に分析を行う。
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4．施設形態別分析

　本節では、スパ施設の形態ごとにサービス内容や願客層、セラピスト人材が異なる点に着目

し、P4の図表3で示したスパ施設の形態ごとに顧客層、スパ・サービスの提供内容、スパ・セ

ラピストの雇用状況・資格保有状況、外国人受入れ意向について整理した。ただし、本節にお

いては昨年度、一昨年度結果との比較の観点から、掲載順を下記の通りとする。

（1）シティホテル

（2）リゾートホテル

（3）大型商業施設内

（4）エステサロン

（5）健康ランド／スーパー銭湯

（6）温泉・旅館施設

（7）フィットネス／スポーツ施設

（8）その他の施設

　今年度調査における施設形態別分析に関する全体的な特徴を下図に示し、次節以降で施設形

態ごとの分析結果を示す。なお、今年度の図表については、昨年度と比較して傾向の大きく変

わらない箇所を下線で示している。

　　　　　　　　図表34　【参考】施設形態による主な特徴（平成19年度調査）

主な翻響

ターゲット

　ス元なビユ主＝豆　サメ

㌫欝

冨

セラピスト

亘用率

雇用者数
（一施設平均］

　新規意用干定
　　（一簸蹟平均｝

（出旗）経※薩漿省　　平成19年渡　rスパ・サービス薩難の発展に1部ナた税状と醗i頴に関づ★る調瀧研究」綴告ヌ菜

　　　　　〆年度絃果と沈勲可能にするため、数蒲鰺については一部苔ψ紅衰示を行なっているc，

シティ

zテル
リゾート

zテル
大型商業

{設内
エステ

Tロン

健康ランド

Xーκ一銭溺

温泉・旅館

@施設

フィパ萩

Xボーツ施設

30～50代・やや女性申心
30代・

j女問わず

3◎～40代・

乱ｫ中心
40～60代・

j女閲わず
30w50代・

j女問わず

・アロマテラピー

Eフェイシャルトリートメント

Eリフレクソ賃ジー

・その健の剤圧・ピーリング・岩鍵騰・フェイシヤルト

梶[トメント

・モの他の按圧・フェイシャルト

梶[トメント・アロマテラピー

Eリフレクソ願ジー

・エアロビクス

Eフイツトネス

Eダイエット
v貸グラム・…蛸

・アロマテラピー検定∫アロマセラピスト

Eリフレクソロジスト資格・日本エステティック協会

F定玖テティシヤン

・リルクソ◎ゾ卦貴格・γ銅芳ヒ㌔検定

Eあん摩マガージ

�冾於ﾘ

・臼楓テテoク協会
Xエステテぴン・γ餌テラピー検定

V醗セラピスト

・アロマテラピー検定∫ア日マセラピスト
・ア的汚ピー検鰹

国?Zうビスト

E燃良違批措導太・リフレクソロジスト

相i

㊥図回 國画國 國團画 國團國 闇團團 闇團図 闇國國
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図表35　施設形態による主な特徴（平成20年度調査）

主な顧客

ターゲット

　主な

サーピス

メニユー

　主な
セラピスト

保有資格
　（※）

セラピスト

　鷹麟緊

雇用者数
（一簸住亭均）

麟頬雇用予定
｛一施繊孫鞠｝

シティ

zテル
リゾート

zテル
大型商業

{設内
エステ

Tロン

健康ランド

Xー｝∨一銭湯

温泉・旅館

@施設

フィグト萩

Xホ㌧ツ施設

30～50 ・i｝
塾・
乱ｫ中心

30～40　・ ｛＝ 30～50　・

・ロマー一ピー

・フェ　ξ　　レ　1一　メン 一一
宦＝Eリフレクソロジー

一＝ 瓢汲工・ウェイトマシ豆ン

・1フレ’灘ジー 一一
・ロマ…三　｝・　　エスエー

一一 遮巨ヒ巡 一’�ﾁ蟻』・リフレクソ筒ジ

Xト責梧

慣瞳運衡旨紅・但療運動実践指

父買腰lラピ卦箕絡エスー已ξ’

汲磁識齒･本エス元イ，ぬ傘

F定エステティシヤン コー
・あん炉め→’

B雄・αDESCO

囲臼困 國闇困 国闇闇 国図回 国囲困 闇闇国 國函臼

※主なセラピスト1泉有資格は、

バ・セラピストが多い膓資格

噴格保有者を麗用している施設が多い」または喰格を保有するス
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（G）シティホテル

シティホテルに分類したスパ施設（回答施設数28件）の特徴を図表36に示す。

　　　　　　　　　　　　　図表36　【シティホテル】施設の特徴

　　　　　地ま或キ寺性　（n＝28）

沖縄
3．6％

　関東
（東京以外）

17．9％

懇
　　　東京
　　。28．6％

　　　　　＜回答数上位3都道府県＞

1東京都2北海道3神奈川県3愛知県3京都府3大阪府

滞在型の割合（n＝：28） 28．6％

客単搬∬　［裳〔日］igコ　　（n・＝26） 平均：12，096円

2008年間来客者数（n＝17） 平均：31，000人

施設面積

in＝25）

平均：580．61㎡

i10～1，7001㎡）

収容数
in＝25）

平均：46．7人

i2～3◎0人）

　シティホテルの顧客ターゲットを図表37に示す。性別でみると「女性中心」が53．6％と最も

多い。年代別でみると、　「30代」が42．8％と最も多い。

　　　　　　　　　　　　　図表37　【シティホテル】顧客ターゲット

　　　　　　　性別（n＝28）　　　　　　　　　　　　　　年代別（n＝28）

どちらとも
いえない

429％

女性のみ

36％

女性中心
53．6％

　シティホテルにおいては、施設の64．3％臼8件）でスパ・セラピストの雇用がみられ、一施

設平均Z9人を雇用している（最小1人、最大16人）。

　　　　　　　　　図表38　【シティホテル】スパ・セラピストの雇用状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　雇用の有無（n＝28）

雇用して
いない

357％

膣用して
　いる

643％

現在の雇用者数

@　（仁η）

平均：79人
i1～］6人）

5年以内の薪規聡用者数目標
@　　　　（n＝7）

平均：4．o人

i］～5人）

簿算出方法は、Pフの溺泣4を参照のこと　（以下、伺様）
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　シティホテルにおいて現在提供中と回答した割合の最も高いスパ・サービス・メニュー一は「フ

ェイシャルトリートメント」と「アロマテラピー」であった。また、今後の提供・注力意向に

ついては「ネイル・スパ」が最も回答の割合が高かった。

図表39　【シティホテル】スパ・サービス・メニュー一：トップ5

現在提イ共中　　（n　：28） 今後提供・注力意向あり（n＝28）

rank サービス・メニユー 回答率 rank サービス・メニユー 回答率

1
フェイシャルトリートメント 75．0％

1 ネイル・スパ 25．0％

1
アロマテラピー 75．0％ 2 フェイシャルトリートメント 14．3％

3 リフレクソロジー 50．0％ 2 アロマテラピー 14．3％

4 その他の指圧 32．1％ 4 スウェデイツシュ ］0．7％

4 アイトリートメント 32．1％ 4 その他の指圧 10．7％

4 ストーン・セラピー ］0．7％

4 ヨガ 10．7％

4 フィットネストレーニング 10．7％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　※その他の回答は除く

　スパ・セラピストの雇用が見られるシティホテル］8件のうち、何らかの資格を保有するスパ・

セラピストを雇用している施設の割合は100．0％臼8件）であった。また、資格を保有するスパ・

セラピストの人数は77人であった。

　何らかの資格を保有するスパ・セラピストを雇用している18施設において、最も多くの施設

で保有者がみられた資格はげロマテラピー検定」　（6玉．］％）であった。また、資格保有者77

人のうち、最も保有者の多い資格も「アuマテラピー検定」　（32．5％）であった。

図表40　【シティホテル】資格保有状況：トップ5

資格保有者を雇用している施設が多い資格 資格を保有するスパ・セラピストが多い資格

r翻k サービス・メニユー 回答率 rank サービス・メニユー 回答率

1 アロマテラピー検定 6如1％
1 アロマテラピー検定 325％

2
CII）ESCO 22．2％ 2 CIDESCO 19．5％

2 アロマセラビスト資格 22．2％ 3 アロマセラピスト資格 ］8．2％

2 日本エステティック協会

F定エステティシャン
22．2％ 4

日本エステティソク協会

F定エステティシャン
13．0％

5 ジフレクソロジスト資格 1L］％ 5
あん摩マッサージ指圧師

ﾂ家資格）
39％

5 はり師（国家資格） 3．9％

5 きゅう師（国家資格） 39％

※その他の回答は除く
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（2）リゾートホテル

リゾートホテルに分類したスパ施設（回答施設数41件）の特徴を図表41に示す。

　　　　　　　　　　　図表4G　【リゾートホテル】施設の特徴

　　　　圭也域キ寺性　（n　＝41）

　　＜回答数上位3都道府県＞

1沖縄県2静岡県2神奈川県2三重県

滞在型の割合（n⇒1） 78．0％

客単価［算聞　（n＝41） 平均：12，670円

2008年間来客者数（n＝29） 平均：90，922人

施設面積

in＝26）

平均二3，088．31㎡

i227～35，0001〕了）

収容数
in　・38）

平均：］7LO人

i2～］5◎0人）

　リゾートホテルの顧客ターゲソトを図表42に示す。性別でみると「どちらともいえないjが

53」％と最も多い。年代別でみると、　「30代」が40．0％と最も多い。

　　　　　　　　　　　図表42　【リゾートホテル】顧客ターゲット

　　　　　　　性男lj　（nrr4G）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年イざ男1］　（n＝40）

、．女性のみ

　4．9％

どちらとも
いえない　　　女性中心
53．7％　　　　　4仁5％

　リゾー一トホテルにおいては、施設の53．7％（22件）でスパ・セラピス1・の雇用がみられ、一一

施設平均65人を屋用している（最小2人、最大28人）。

　　　　　　　　図表43　【リゾートホテル】スパ・セラピストの雇用状況

　　　　　　　　　　　　　　　　雇用の有無（n＝41）

纒用して
いない

雇用して
　いる
53．7％

現在の雇用者数

　　〔n＝22）

平均：65人
（2～29ノ＼）

5年以内の新規雇用者数目標
　　　　　（n・1］）

平均　4．6人

（］～ls人）

3◎



　リゾートホテルにおいて現在提供中と回答した割合の最も高いスパ・サービス・メニュー一は

「フェイシャルトリートメント」であった。また、今後の提供・注力意向については「ネイル・

スパ」が最も回答の割合が高かった。

　　　　　　図表44　【リゾートホテル】スパ・サービス・メニュー：トップ5

　　　　現在提供中（n＝41）　　　　　　　　　　　今後提供・注力意向あり（n＝41）

rank サービス・メニユー 回答率 ra織k サービス・メニユー 回答率

1 フェイシャルトリートメント 78．0％ 1 ネイル・スパ 22．0％

2 アロマテラピー 61．0％ 2 タイ古式マッサージ ］4．6％

3 リフレクソロジー 48．8％ 2 ハーブ’ボールマッサージ ］4．6％

4 ジェットバス付タブに入浴 34．玉％ 2 アロマテラピー 14．6％

5 ストーン・セラピー 31．7％ 2 アーユルヴェーダ 14．6％

2 ヨガ 14．6％

2 ダイエソトプログラム 14．6％

　　　　　　　　　　　　　　　　　※その他の園答は除く

　スパ・セラピストの雇用が見られるリゾートホテル22件のうち、何らかの資格を保有するス

パ・セラビス1・を雇用している施設の割合は77．3％（17件）であった。また、資格を保有する

スパ・セラピストの人数は玉28人であった。

　何らかの資格を保有するスパ・セラピストを雇用している玉7施設において、最も多くの施設

で保有者がみられた資格は「アmaマテラピー検定」、　「贋本エステティック協会認定エステテ

ィシャン」　（それぞれ52．9％）であった、また、資格保有者128人のうち、最も保有者の多い

資格もfアロマテラピー検定」　（35．2％）であった。

　　　　　　　　　図表45　【リゾートホテル】資格保有状況：トップ5

資格保有者を雇用している施設が多い資格　　資格を保有するスパ・セラピストが多い資格

rank サービス・メニユー 回答率 rank サービス・メニュー 回答率

1 アロマテラピー検定 529％
1 アロマテラピー検定 35．2％

1
日本エステティック協会

F定エステティシャン
52．9％ 2

日本エステティック業協会

F定エステティシャン
31．3％

3 アロマセラビスト資格 29．4％ 3
目本エステティック協会

F定エステティシャン
24．2％

4 αDESCO 235％ 4 リフレクソロジスト資格 7．0％

5 リフレクソロジスト資格 1？．6％ 4 アロマセラピスト資格 7．0％

5
1三〕本エステティック業協会

F定エステティシャン
］7．6％

※その他の溺答は除く
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（3）大型商業施設内

大型商業施設内に分類したスパ施設（回答施設数63件）の特徴を図表46に示す。

　　　　　　　　　　　図表46　【大型商業施設内】施設の特徴

地域キ寺性　（B　：63）

覆

霞函

闘東（蘂京以

　外）
27．O％

〈巨1答数上位3者β道府県＞

1東芳ミ都2埼三E県：3山口県

浦ξ壬E型0）害‖合　　（11＝63） 0．◎％

客単盲1∬　〔算と日コ　　（n＝63） 平均：4，57玉円

2◎08年間来客者数（三1＝玉5） 平均：60，◎34人

施設面積

in＝56）

平均：78．6亙音

i］4～600…㎡）

収容数
in＝59）

平均：9重．6人

i2～5，000人）

　大型商業施設内の顧客ターゲットを図表47に示す。性別でみると「女性中心」が54．O°／oと最

も多い。年代別でみると、　「30代」が90．5％と最も多い。

　　　　　　　　　　　図表47　【大型商業施設内】顧客ターゲット

　　　　　　　性別（n＝63）　　　　　　　　　　　　　　年代別（n＝63）

どちらとも
いえない
42．9％

女性のみ
3．2％

女性中心
54．0％

　大型商業施設内においては、施設の92．1％（58件）でスパ・セラピス1・の雇用がみられ、一

施設平均9．7人を雇用している（最小2人、最大15◎人）。

　　　　　　　　図表48　【大型商業施設内】スパ・セラピストの雇用状況

　　　　　　　　　　　　　　　　雇用の有無（n＝63）

　　　　　　　　　　　　　　　　膣用して
　　　　　　　　　　　　　　　　いない
　　　　　　　　　　　　　　　　7．9％

麗用して
　いる
92．1％

環在の雇用者数

@　（肝56）

平均：9．7人

i2～］50人）

5年以内の薪規運用者数1ヨ標

@　　　　（肝▲3）

平均：8．3人

冝`60人）
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　大型商業施設内において現在提供中と回答した割合の最も高いスパ・サービス・メニューは

「リフレクソXXジー」であった。また、今後の提供・注力意向についても「リフレクソVジー」

が最も巨｛答の割合が信iかった。

　　　　　　図表49　【大型商業施設内）スパ・サービス・メニュー一一：トップ5

　　　　　現在提供中（n＝63）　　　　　　　　　　今後提供・注力意向あり（n＝63）

rank サービス・メニユー 回答率 rank サービス’メニユー 回答率

1 リフレクソロジー 96．8％ 1 リフレクソロジー 6．3％

2 フェイシャルトリー一トメント 8LO％ 2 アロマテラピー一 4．8％

3 アロマテラピー 79．4％ 3 スウェディッシュマッサージ 3．2％

4 アイトリー一トメント 66．7％ 3 その他の指圧 3．2％

5 ゲルマニウム温浴 12．7％ 3 フェイシャルトリートメント 32％

3 ネイル・スパ 32％

3 ヨガ 3．2％

3 瞑想 32％

※その他の回答は除く

スパ・セラどストの雇用が見られる大型商業施設内のスパ施設58件のうち、何らかの資格を保

有するスパ・セラどストを雇用している施設の割合は9］．4％（53件）であった。また、資格を

保有するスパ・セラピストの人数は51人であった。

　何らかの資格を保有するスパ・セラピストを雇用している53施設において、最も多くの施設

で保有者がみられた資格は「アwマテラピー検定」　（86．8％）であった。また、資格保有者51

人のうち、最も保有者の多い資格は「リフレクソuジスト資格」　（29．4％）であった。

　　　　　　　　　図表50　【大型商業施設内】資格保有状況：トップ5

資格保有者を雇用している施設が多い資格　　　資格を保有するスパ・セラピストが多い資格

rank サービス・メニユー 回答率 rank サービス・メニュー 回答率

1 アロマテラピー検定 86．8％ 1 リフレクソロジスト資格 29．4％

2 ジフレクソロジスト資格 B2％ 2 アロマテラピー検定 15．7％

3
自本エステティック協会

F定エステティシャン
lL3％ 3 アロマセラピスト資格 13．7％

4 アロマセラビスト資格 75％ 4
1ヨ本エステティック協会

F定エステティシャン
11．8％

5
日本エステティック業協会

F定エステティシャン
5．7％ 5

緯本エステティック業協会

F定エステティシャン
39％

※その他の翻答は除く
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（4）エステサロン

エステサuンに分類したスパ施設（回答施設数23件）の特徴を図表52に示す。

　　　　　　　　　　　　図表51　【エステサロン】施設の特徴

地域特性（n＝23）

中国　四国

43％

⑳　

函
近競
メ　3．0％議

北錘　惜越

87％

　　〈回答数上位3都道府県＞

1東京都2愛知県3石川県3大阪府

潜苦子］三型（7）害ll合　　（n＝23） 4．3％

客単イ‖6　こ算と｛：1］　　（n＝23） 平均：1］，239円

2008勾三1輩疹｝ミ…客者数　（n＝15） 平均：2β29人

施設面積

in＝　21）

　　　　　　’ｽ均：玉25．41貢

i5～446rば）

収容数
in＝22）

平均：6．8人

i1～20人）

エステサロンの顧客ターゲットを図表52に示す。性別でみると「女性のみ」が39．1％と最も多

い。年代別でみると、　「3◎代」が39．1％と最も多い。

　　　　　　　　　　　図表52　【エステサロン】顧客ターゲット

　　　　　　　性別（n＝23）　　　　　　　　　　　　　　年代別（n＝23）

どぢらともい

　えない
26．1％

女性中心

34　％

　エステサロンにおいては、施設の65．2％（15件）でスパ・セラピストの雇用がみられ、一施

設平均］347人を雇用している（最小1人、最大］80e人）。

　　　　　　　　図表53　【エステサロン】スパ・セラピストの雇用状況

　　　　　　　　　　　　　　　　雇用の有無（n＝23）

雇用して
いない

濯用して
　いる

652％

現ネξ三〔7）雇欝］者数　　　　　　平均　：　王34．7ノ＼

@　（nづ4）　　　　　（1～摺◎◎人）

5年以内の新規雇用者数灘標
@　　　　（n司o）

平均：4コ人

i｛～頚人）
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　エステサ　1ンにおいて現在提供中と回答した割合の最も高いスパ・サービス・メニューは「ア

ロマテラピー」であった。また、今後の提供・注力意向についても「アロマテラピー1が最も

回答の割合が高かった。

　　　　　　図表54　【エステサロン】スパ・サービス・メニュー：トップ5

　　　　　現在提供中（n＝23）　　　　　　　　　今後提供・注力意向あり（n＝23）

rank サービス・メニユー 回答率 rank サービス・メニュー 回答率

1
アロマテラピー 87．0％

窪

アロマテラピー 3◎．4％

2 フェイシャルトリートメント 82．6％
2 ダイエットプログラム 26．1％

3 リフレクソロジー 47．8％
3 フェイシャルトリートメント 2L7％

4 タラソセラピー 43．5％
3 アーユルヴェーダ 21．7％

5 ハーブボールトリートメント 30．4％
5 ハーブ・ボールマツサージ 17．4％

5 ネイル・スパ 17．4％

5 ライフスタイル指導 17．4％

※その他の回答は除く

　　スパ・セラピストの雇用が見られるエステサUン15件のうち、何らかの資格を保有するスパ・

セラピストを頒用している施設の割合は93．3％（14件）であった。また、資格を保有するスパ・

セラピストの人数は69人であったe

　何らかの資格を保有するスパ・セラピストを雇用している14施設において、最も多くの施設

で保有者がみられた資格は「日本エステティソク協会認定エステティシャン」　（7L4％）であっ

た。また、資格保有者69人のうち、最も保有者の多い資格は舶本エステティック協会認定工

　Xテティシャンf　（43．5％）であった。

　　　　　　　　　　図表55　【エステサロン】資格保有状況：トップ5

資格保有者を雇用している施設が多い資格　　資格を保有するスパ・セラピストが多い資格

rank サービス・メニユー 回答率 rank サービス・メニユー 回答率

う

日本エステティック協会

F定エステティシャン
7L4％

1
日本エステティック協会

F定エステティシャン
435％

2 アロマテラピー検定 423％
2 アロマテラピー検定 33．3％

2 アロマセラビスト資格 42．9％ 2 アロマセラピスト資格 33．3％

4 リフレクソロジスト資格 28．6％ 4 リフレクソロジスト資格 ］◎．1％

5
αDESCO 2L4％

5
αDESCO 5．8％

※その他の願答は除く
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（5）健康ランド／スーパー銭湯

健康ランド／JK・一一パー銭湯に分類したスパ施設（回答施設数31件）の特徴を図表56に示す。

　　　　　　　　　図表56　【健康ランド／スーパ・・一一一　rt湯】施設の特徴

地域特性（n＝3G）

〈回答数上位3都道府県＞

1千葉県1東京都3北海道

滞在型の割合（n＝30） 玉0．0％

客単価顕出］　（n＝3◎） 平均：2，483円

2008年R］コ葺ミ…客者数　　（n＝26） 平均：242，8］4人

施設面積

in＝29）

平均：2，88431㎡

i60～15，◎00nf）

収容数
in＝3］）

平均：475．9人

i7～2，500人）

　健康ランド／スーパー銭湯の願客ター一ゲットを図表57に示す。性別でみると9どちらともい

えない」が839％と最も多い。年代別でみると、　「50代」が41．9％と最も多い。

　　　　　　　　図表57　【健康うンド／スーパー一一　pt湯】顧客ターゲット

性別（n　：31）

男性中心　　　女性中心

32％　　　　t　％

年イざ兄i」　（n＝31）

健康ランド／スーパー銭湯においては、施設の16．1％（5件）でスパ・セラどストの雇用がみ

られた、一施設平均］45人を雇用している（最小9人、最大20人）。

図表58　【健康ランド／スーパー銭湯】スパ・セラピストの雇用状況

雇用の有無（n　＝31）

　　　　　雇用して
　　　　　　いる
　　　　　　i6．1％

雇用して
し、なも～

83．9％

現在の雇用者数

@　（仁4）

平均：観5人
艨`20人）

5年以内の新規雇摺者数目標
@　　　　（n＝3）

平均：1◎．o人

i5～20人）
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　健康ランド／スーパー銭湯において現在提供中と回答した割合の最も高いスパ・サービス・

メニュー一はfその他の指圧」、　「フェイシャルトリー一トメント」であった。また、今後の提供・

注力意向については9岩盤浴」が最も回答の割合が高かった。

　　　図表59　【健康ランド／スーパー銭湯】スパ・サービス・メニュー：トップ5

　　　　　現在提供中（n＝31）　　　　　　　　　　今後提供・注力意向あり（n＝31）

rank サービス・メニユー 回答率 rank サービス・メニュー 回答率

1 その他の指圧 51．6％ 1 岩盤浴 25．8％

1 フェイシャルトリートメント 5L6％ 2 その他の指圧 19．4％

3 ピーリング（アカスジ） 452％ 3 フェイシャルトリートメント 16．］％

3 リフレクソロジー 45．2％ 3 ネイル・スパ 16．1％

5 岩盤浴 32．3％ 3 アロマテラピー 16．1％

※その他の回答は除く

　スパ・セラピストの雇用が見られる健康ランド／スーパー銭湯5件のうち、何らかの資格を

保有するスパ・セラピストを雇用している施設の割合は60．0％（3件）であった。また、資格を

保有するスパ・セラピストの人数は26人であった。

　何らかの資格を保有するスパ・セラピストを雇用している3施設において、最も多くの施設

で保有者がみられた資格は「あん摩マッサー一ジ指圧師（国家資格）」（667％）であった。また、

資格保有者26人のうち、最も保有者の多い資格は「アロマテラピー検定」（34．6°／。）であった。

　　　　　　図表60　【健康ランド／スーパー銭湯】資格保有状況：トップ5

資格保有者を雇用している施設が多い資格　　資格を保有するスパ・セラピストが多い資格

rank サービス・メニユー 回答率

1 アロマテラピー検定 34．6％

1 アロマセラピスト資格 34．6％

3
あん摩マッサージ指圧師

i国家資格）
11．5％

4 はり師（国家資格） 3．8％

4 柔道整復師（国家資格） 3．8％

※その他の回答は除く
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（6）温泉・旅館施設

温泉・旅館施設に分類したスパ施設（回答施設数59件）の特徴を図表61に示す。

　　　　　　　　　　　　図表61　【温泉・旅館施設】施設の特徴

地域特性（n＝59）

　　　　〈回答数上位3都道府県＞

　　　　1静岡県2北海道3岐阜県

　温泉・旅館施設の顧客ターゲットを図表62に示す。性別でみると「どちらともいえない」が

83．1％と最も多い。年代別でみると、　「50代」が33．9％と最も多い。

　　　　　　　　　　　　図表62　【温泉・旅館施設】顧客ターゲット

性別（n＝59）

　女性のみ
、・@3．4％ 女性中心

136％

滞在型の割合（n⇒9） 66．1％

客単価〔算朗　　（n＝59） 平均：12，245円

20◎8《q三r§］三ヌミ…客者数　　（n－“：48） 平均：109，969人

施設面積

in＝45）

平均：3，74L81㎡

i20～39，60◎1ユず）

収容数
in＝57）

平均：299人

i玉～2，600人）

年代別（n＝59）

70代以上
　仁7％

どちらとも
いえない
83．G％

60代
27．lt　％

40代
22．O％

　温泉・旅館施設においては、施設の23．7％（14件）でスパ・セラピストの雇用がみられ、一

施設平均5．3人を雇用している（最小0人、最大20人）。

　　　　　　　　図表63　【温泉・旅館施設】スパ・セラピストの雇用状況

　　　　　　　　　　　　　　　　雇用の有無（g　：59）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麗用して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23．7％

藤用して
いない
76．3％

現在の雇摺者数

@　（肝鋤
平均：53入
早`2（）人）

5年以内の新規雇用者数日標

@　　　　（n＝の

平均：2．6入

i2～5人）
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　温泉・旅館施設において現在提供中と回答した割合の最も高いスパ・サービス・メニューは

「フェイシャルトリートメント」であった。また、今後の提供・注力意向についても「フェイ

シャルトリートメント」が最も回答の割合が高かった。

　　　　　　図表64　【温泉・旅館施設】スパ・サービス・メニュー：トップ5

　　　　　現在提供中（n＝59）　　　　　　　　　　今後提供・注力意向あり（n　・59）

rank サービス・メニユー 回答率 rank サービス・メニユー 回答率

1
フェイシャルトリートメント 5α8％

1
フェイシャルトリートメント 20．3％

2 アロマテラピー 32．2％ 2 アロマテラピー 169％
3 その他の指圧 27．1％ 3 岩盤浴 15．3％

4 リフレクソロジー 23．7％ 4 ネイル・スパ 13．6％

5 岩盤浴 22．0％ 5 天然水／泥に入浴 1L9％

※その他の回答は除く

　スパ・セラピストの雇用が見られる温泉・旅館施設14件のうち、何らかの資格を保有するス

パ・セラピストを雇用している施設の割合は85．7％（12件）であった。また、資格を保有する

スパ・セラピストの人数は58人であった。

　何らかの資格を保有するスパ・セラピストを雇用している］2施設において、最も多くの施設

で保有者がみられた資格は「アuマセラピスト資格」　（50．0％）であった。また、資格保有者

58人のうち、燈も保有者の多い資格も「アvマセラピスト資格」　（29。3％）であった。

　　　　　　　　　図表65　【温泉・旅館施設】資格保有状況：トップ5

資格保有者を雇用している施設が多い資格　　資格を保有するスパ・セラピストが多い資格

rank　　　　サービス・メニユー 回答率 rank サービス・メニュー 回答率

］　アロマセラビスト資格 5◎．0％
1 アロマセラピスト資格 29．3％

2　　リフレクソロジスト資格 33．3％ 2 リフレクソロジスト資格 19．0％

2ピ・マテラビ噸定 33．3％ 3 アロマテラピー検定 13．8％

　　日本エステティック協会4　　認定エステティシャン

25．◎％ 4
1ヨ本エステティック協会

F定エステティシャン
10．3％

5　　健康運動揚導士 ］6．7％ 5 健康運動指導士 5．2％

※その他の回答は除く
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（7）フィットネス／スポーツ施設

　フifットネス／スポーツ施設に分類したスパ施設（回答施設数25件）の特微を図表66に示

す。

　　　　　　　　　図表66　【フィットネス／スポーツ施設】施設の特徴

　　　　地域キ寺性　（n＝25）

〈回答数上位3都道府県＞

1千葉県　2栃木県2東焉ミ者区

滞在型の割合（n＝＝24） 0．0％

客単価［算副　（n＝25） 平均：6，119円

2008年間来客者数（n・”16） 平均：］87，田0人

施設面積

in＝21）

平均：Hβ0991ユィ

i15～200，◎◎◎〕㎡）

収容数

in＝22）

平均：472．4人

i］～5，000人）

　フィットネス／スポーツ施設の願客ターゲットを図表67に示す。性別でみると「どちらとも

いえない」が88．0％と最も多い。年代別でみると、　「50代」が41．7％と最も多い。

　　　　　　　　図表67　【フィットネス／スポーツ施設】顧客ターゲット

　　　　　　　性男ll　（n＝25）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年イ4こ男lj　（n＝24）

女性中心
t　2．0％

どちらとも
いえない　’

88．○％

⑳
70代以上
　3．9％

40代　＼
16．7％べ

　フィットネス／スポー一ツ施設においては、施設の32．0％（8件）でスパ・セラビストの雇用が

みられ、一施設平均27．7人を雇用している（最小1人、最大120人）

　　　　　図表68　【フィットネス／スポーツ施設）スパ・セラピストの雇用状況

　　　　　　　　　　　　　　　　雇用の有無（n＝25）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雇用して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32．O％

　　　　　　　　　　　　　　　　　雇用して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　いない
　　　　　　　　　　　　　　　　　68．0％

現在の雇溌者数

@　（仁8）

平均：27フ人
i］～1烈人）

5年以内の新規雇用彩激目標

@　　　　（肝4）

平均：lL2人
冝`4◎人）
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　フィットネス／スポーツ施設において現在提供中と回答した割合の最も高いスパ・サービ

ス・メニューはザヨガ」、　fフィットネストレーニング」であった。また、今後の提供・注力

意向については「アmマテラピー」が最も回答の割合が高かった。

　　　図表69　【フィットネス／スポーツ施設】スパ・サービス・メニュー：トップ5

　　　　　現在提供中（n＝25）　　　　　　　　　今後提供・注力意向あり（n　・25）

rank サービス・メニユー 回答率 rank サービス・メニユー 回答率

1 ヨガ 92．0％ 1 アロマテラピー 32．0％

1 フィットネストレーニング 92．◎％ 2 ダイエットプログラム 28．0％

3 ウェイトマシーン 88．0％ 2 医療相談 28．0％

3 エアロビクス 88．0％ 4 レクレーションプログラム 24．0％

5 ダイエットプログラム 84．0％ 5 フェイシャルトリートメント 20．0％

※その他の回答は除く

　スパ・セラピストの雇用が見られるフィットネス／スポーツ施設8件のうち、何らかの資格

を保有するスパ・セラどストを雇用している施設の割合は625％（5件）であった。また、資格

を保有するスパ・セラピストの人数は20人であった。

　何らかの資格を保有するスパ・セラピストを雇用している5施設において最も多くの施設で

保有者がみられた資格は、9健康運動指導士」　（80．0％）であった。また、資格保有者20人の

うち、最も保有者の多い資格も「健康運動指導士」　（30．0％）であった。

　　　　　　図表70　【フィットネス／スポーツ施設】資格保有状況：トップ5

資格保有者を雇用している施設が多い資格　　資格を保有するスパ・セラピストが多い資格

rank サービス・メニユー 回答率 rank サービス・メエユー 回答率

］ 健康運動指導士 80．0％ 1 健康運動指導士 30．0％

2 健康運動実践指導者 60．0％ 2 健康運動実践指導者 25．0％

3 アロマセラピスト資格 40．0％ 2
あん摩マツサージ指圧師

i国家資格）
］0．0％

4
日本エステティック業協会

F定エステティシャン
20．0％ 4 アロマセラピスト資格 5．0％

4
あん摩マッサージ指圧師

i駕家資格）
2◎．◎％ 5

1ヨ本エステティソク業協会

F定エステティシャン
5．0％

※その他の聞答は除く
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（8）その他の施設

その他の施話⑪に分類したスパ施設（回答施設数41件）の特徴を図表71に示す。

　　　　　　　　　　　　図表γG　【その他の施設】施設の特徴

　　　　圭也域学寺R［生　（n＝41）

　　　　　＜回答数上位3都道府県＞

　　　　1東芳ミ都2福岡県3石川県

　その他の施設の顧客ターゲットを図表72に示す。性別でみると「女性中心」が46．3％と最も

多い。年代別でみると、　「30代」が37．9％と最も多い。

　　　　　　　　　　　　図表72　【その他の施設】顧客ターゲット

　　　　　　　性別（n＝41）　　　　　　　　　　　　　　年代別（fl　：40）

男性のみ　　女性のみ
7．3％　　　　4．9％

どちらともい

　えない
女性中心
46．3％

滞在型の割合（n⇒D 14．6％

客単価〔算組　（肝4D 平均：9，938円

2◎◎8年1習コ譜ξ客者数　　（n・＝］7） 平均：39β61人

施設而積（肝38）
平均：864．31〕子

i］0～7，000iコf）

収容数
i肝38）

平均：852人
i2～500人）

50代　　60代
2．5％　　7．5％

40rc醗

　その他の施設においては、施設の68．3％（28件）でスパ・セラピストの雇用がみられ、一施

設平均16．7人を雇用している（最小1人、最大20◎人）。

　　　　　　　　　図表73　【その他の施設】スパ・セラピストの雇用状況

　　　　　　　　　　　　　　　　雇用の有無（n＝41）

腰用して
いない

纒用して
　いる
68．3％

混在の雇摺者数
　　（n＝25）

平均　16．フ人

（1～2◎◎人）

5年以内の新規繕用者数麟標
　　　　　（n・・17）

平均．221人
ぱ～160人）

2eヘアサ灘ン、　（他の分額に当てはまらなv・）独き鷺りθ塘舗、その他の籏設と［灘答したスノ漏設
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　その他の施設において現在提供中と回答した割合の最も高いスパ・サービス・メニューはfア

ロマテラピー」であっfg。また、今後の提供・注力意向についても「アロマテラピー」が最も

回答の割合が高かった。

　　　　　　図表74　【その他の施設】スパ・サービス・メ：ユー：トップ5

　　　　　現在提供中（n＝：41）　　　　　　　　　　今後提供・注力意向あり（n＝＝41）

rank サービス・メニュー 園答率 rank サービス・メニュー 回答率

1 アロマテラピー 6LO％ 1 アロマテラピー 26．8％

2 フェイシャルトリー一トメント 53．7％ 2 フェイシャルトリートメント 22．◎％

3 リフレクソロジー 5L2％ 3 リフレクソロジー 17．］％

4 岩盤浴 26．8％ 4 ハーブボールトリートメント 14．6％

5 ハーブ・ボールマッサージ 24．4％ 4 ダイエットプログラム 14．6％

4 ライフスタイル指導 14．6％

※その他の回答は除く

　スパ・セラピストの雇用が見られるその他の施設28件のうち、何らかの資格を保有するスパ・

セラピストを雇用している施設の割合は92．9％（26件）であった。また、資格を保有するスパ・

セラどストの人数は210人であった。

　何らかの資格を保有するスパ・セラピストを雇用している26施設において、最も多くの施設

で保有者がみられた資格はfリフレクソロジスト資格jと『アmマテラit“　一一検定」　（それぞれ

38．5％）であった。また、資格保有者21◎人のうち、最も保有者の多い資格は恒本エステティ

ック業協会認定エステティシャン」　（505％）であった。

　　　　　　　　　図表γ5　【その他の施設】資格保有状況：トップ5

資格保有者を雇用している施設が多い資格　　資格を保有するスパ・セラピストが多い資格

rank　　　　サービス・メニユー 回答率 rank サービス・メニユー 回答率

1 リフレクソロジスト資格 38．5％
了

日本エステティック業協会

F定エステティシャン
50．5％

1 ア纂マテラビー検定 385％ 2 リフレクソロジスト資格 119％

3 アロマセラピスト資格 3◎．8％ 3 アロマテラピー検定 9．0％

4 αDESCO 26．9％ 4 健康運動実践指導考 6．7％

5
日本エステティック協会

F定エステティシャン
23．1％ 5 アロマセラビスト資格 5．7％

※その他の懸答は除く
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